
ている「病児保育事業」に加え、気軽に利用できる新たな
一時保育にも取り組み、多様化する保育ニーズに応えま
す。また、「小中一貫教育」の推進や民間スポーツクラブ
での水泳授業を全小・中学校に拡大することで、未来の
志木市を担う志木っ子が健やかに育つ環境を充実させる
など、「子育て世代定住」に取り組みます。
　３つ目は「もっとあんしん！」として、市民会館用地で
の市民会館・市民体育館複合化による文化とスポーツの
拠点整備のほか、大規模な浸水被害抑制のための羽根倉
橋右岸側堤防や荒川第二・三調節池の整備を国に働きか
けるなど「暮らしやすさ向上」を図ります。
　４つ目は「もっとわくわく！」として、カフェやウォー
ターパークの設置など、民間活力により「いろは親水公
園」を再整備するとともに、市民協働の実行委員会によ
る新庁舎と合わせた完成イベントを実施するなど、志木
市の「魅力発信」をしていきます。
　５つ目は「新しい生活様式を見据えて！」として、オン
ライン相談を活用した「市役所に行かなくていい」仕組み
づくりや、スマートフォン等で各種証明書の申請・決済
ができる「スマート申請」の拡大など、「コロナ対策を踏
まえた市役所改革」を推進していきます。
　これら５つのビジョンを柱に、安心して暮らせる市民
生活を守り抜き、元気で活気あふれる志木市を取り戻す
決意です。
　まちづくり第３ステージの幕開けとともに、気持ち新
たに、これからの50年を見据えた「胸を張って後世に引
き継げる志木市」の実現に向けて、さらなる前進を続け
ます。

　７月１日は私が志木市長として３期目を迎えた決意の
日です。
　１期目から合わせて８年間、市民の皆さんから市政に
対するたくさんの貴重なご意見、ご提言をいただき、そ
の一つ一つの声と真剣に向き合いながら、一歩一歩着実
に志木市のまちづくりを進めてきました。まちづくり第
３ステージとなるこれからの４年間も、皆さんの期待に
応えるべく、全身全霊で取り組んでいきます。
　まちづくり第３ステージでは、これまでの４つのビジ
ョンのさらなる推進に加えて、「新しい生活様式を見据
えた市役所改革」のビジョンを持って志木市を躍進させ
ていきます。
　１つ目は「もっといきいき！」として、働く世代のアウ
トドアヨガ教室などの健康寿命の延伸に向けた取組や、
高齢者の方がいつまでも住み慣れた志木市で過ごせるよ
うに、「地域密着型特別養護老人ホーム」の施設整備など
に着手し、多様な介護サービス提供体制の確保につなげ
るなど、「市民の健康づくり」に取り組みます。
　２つ目は「もっとすくすく！」として、４月から実施し

以心伝心

以心伝心

志木市長

第 10回　奥州街道と一里塚

　江戸時代、人々が行き交う街道には一里（約3.9km）ごとに塚
を設け、旅ゆく人たちの目印とされていました。志木市にも一
里塚が存在しており、平成10年頃までは大きな榎

えのき

の老木がそ
びえ立ち、一里塚らしさを見せていましたが、その後の台風に
より老木は倒木し、今はブロックで囲まれた僅かな盛り土と４
基の石造物、市指定文化財の説明文、新編武蔵風土記稿の記述、
一里塚という屋号や古い地図に残っています。
　この一里塚は、甲州街道の日野宿と清戸、野火止、引又（現
志木市）、与野、大宮、原市を経て岩槻で日光御成街道へ繋

つな

が
る「奥州へ向かう道」として、奥州街道とも甲州街道とも言われ
た脇往還に設けられました。この脇往還は大名の菩提寺平林寺
への墓参りや相模国大山詣りの人々に利用されたようで、与野
方面への一里先は埼玉大学正門よりやや羽根倉橋寄りの下大久
保（現さいたま市）の塚です。清戸方面への一里先は新座市の立
教高校裏門辺りですが、ここに塚があった話は聞かれません。
二里先の新座市愛宕桜株地内に
は塚があったようです。
　ちなみに、文化・文政年間に
編
へん

纂
さん

された地誌『新編武蔵風土
記稿』入間郡河越領宗岡村の項
には、「ここに少しくうずたか
き塚あり。上に榎一株立てり」
と記されています。

一里塚志木市役所旧庁舎

せせらぎの
小径

郷土資料館

宗岡公民館前

宗岡小学校

バス停
「宗岡小学校」

所在地／中宗岡３-１
バス停「宗岡小学校」
から徒歩1分
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▲昭和49年11月頃の地図
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まちづくり第３ステージの幕開け

一里塚


